
―研究ノート―

高緯度北極において異なる水分条件下に生育するイワダレゴケの生長パターン

上野 健 ・神田啓史

要旨 イワダレゴケ は，高緯度北極ツンドラの植
生を構成する主要なコケ植物であり，乾燥地から湿地まで幅広い水分環境に
生育する．イワダレゴケは， 年ごとに形成される新たな植物体が連続的につ
ながった形態をとるので，年次生長が追跡できる．我々は，生育地の水分条
件がイワダレゴケの生長パターンに与える影響を明らかにするために，カナ
ダ北極エルズミア島オーブロヤー湾奥の氷河後退域において，異なる水分条
件（湿地 ，中湿地 ，乾燥地 ）に生育するイワ
ダレゴケの成熟期間（ ）および年間生長量（長さと重さ）を比
較した．その結果，イワダレゴケの成熟期間は湿地で 年，中湿地で 年，
乾燥地で 年となり，乾いた環境ほど成熟期間が長くなった．年間生長量は，
乾いた環境ほど値が小さくなった．これらの結果から，生育地の水分条件は
高緯度北極におけるイワダレゴケの生長パターンに大きな影響を与えること
が明らかとなった．
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